
青森県経済統計報告 

本県の経済動向                            平成１７年１２月９日 

（１）経済概況                            企画政策部統計分析課 

 本県経済の動向は、生産面でやや改善の動きがみられるものの、需要面や雇用面が低迷して

おり、全体として厳しい状態が続いている。 

（２）主要経済指標の動向 

(2-1) 製造業の 

生産動向 

平成１７年９月の青森県鉱工業生産指数(平成12年＝100)は、季節調整

済指数が 94.5 で、前月比 1.5 ％の上昇となり、２ヶ月連続で前月を上

回った。また、原指数は 95.7で、前年同月比 4.2％の上昇となり、２ヶ

月連続で前年同月を上回った。 

化学工業を除いた指数では、季節調整済指数が で、前月比 3.1％の低下

（２ヶ月ぶり）、原指数が 97.8 で、前年同月比 2.6％の上昇（２ヶ月連

続）となった。 

… １ 

(2-2) 雇用情勢 平成17年9月の定期給与は232,641円で前年同月比1.3％減となった。

総実労働時間は、160.7時間で前年同月比0.1％減となり、所定外労働時

間は8.9時間で前年同月比4.8％増となった。 

平成17年10月の有効求人倍率（季節調整値）は0.40倍で、前月より0.01

ポイント低下した。 

… ２ 

(2-3) 物価 平成 17 年 10 月の青森市消費者物価指数は、102.2 となり、前月と比べ

0.1％の下落、前年同月と比べ0.4％の下落となった。 

… ３ 

(2-4) 個人消費 平成17年9月の大型小売店販売額は134億8千6百万円で、前年同月比

3.0％減となった。 

平成 17 年 10 月の軽自動車を含めた乗用車新車登録・届出台数は 3,718

台で、前年同月比1.6％の増となり3ヶ月ぶりに前年を上回った。 

… ４ 

(2-5) 住宅建設 平成17年10月の新設住宅着工戸数は766戸で、前年同月比17.5％減と

なり、3ヶ月連続で前年を下回った。 

… ５ 

(2-6) 公共投資 平成17年10月の公共工事請負金額は、前年同月比12.2％増となった。 … ５ 

（３）景気動向指数（平成１７年９月分）   …………………………………………………………… ６ 

先行指数  ５５．６％（６か月連続で５０％を上回った） 

一致指数  ５５．６％（２か月連続で５０％を上回った） 

遅行指数  ４１．７％（３か月ぶりに５０％を下回った） 
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本県の経済動向

（２）主要経済指標の動向

◎業種別動向（前月比）　鉱工業全体 +1.5％

業　　　種 前月比(％) 寄与率(％) 業　　種 前月比(％) 寄与率(％)
化学工業 871.6 167.0 一般機械工業 -27.5 -54.7
電子部品・デバイス工業 1.3 4.3 食料品工業 -2.2 -12.0
その他製品工業 24.3 3.8 金属製品工業 -11.6 -8.1
輸送機械工業 15.8 3.2 プラスチック製品工業 -12.4 -4.2
電気機械工業 1.9 2.5 鉱業 -11.2 -3.5

資料：県統計分析課「青森県鉱工業生産指数（速報）」

プ　　ラ　　ス マ　イ　ナ　ス

主要業種の生産動向（季節調整済指数）
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青森県・全国・東北の鉱工業生産指数推移　（季節調整済指数）
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（２－１）製造業の生産
　平成１７年９月の青森県鉱工業生産指数(平成12年＝100)は、季節調整済指数が 94.5 で、前月
比 1.5 ％の上昇となり、２ヶ月連続で前月を上回った。また、原指数は 95.7で、前年同月比
4.2％の上昇となり、２ヶ月連続で前年同月を上回った。
　季節調整済指数で前月からの動きをみると、化学工業、電子部品・デバイス工業、その他製品
工業などが上昇に寄与した一方、一般機械工業、食料品工業、金属製品工業などが低下し、鉱工
業全体では 1.5％の上昇となった。

（化学工業を除いた指数について）
　季節調整済指数が 94.0で、前月比 3.1％の低下（２ヶ月ぶり）、原指数が 97.8で、前年同月
比 2.6％の上昇（２ヶ月連続）となった。
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（２－２）雇用情勢 

 平成 17 年 9 月の定期給与は 232,641 円で定期給与指数（平成 12 年＝100）では 98.0 となり、

前年同月比1.3％減（現金給与総額 233,085円、現金給与総額指数80.8、前年同月比 1.6％減）

となった。実額で比較した定期給与の全国対比は85.5 となった。 

所定外労働時間は8.9 時間で、所定外労働時間指数では 103.5 となり、前年同月比 4.8％増と

なった。 

平成 17年 10月の有効求人倍率（季節調整値）は0.40倍で、前月より0.01ポイント低下した。

賃金指数の対前年同月比の動き（調査産業計、事業所規模5人以上）
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賃金及び労働時間の動き（調査産業計、事業所規模5人以上）

県 全国
　現金給与総額 233,085 円 276,761 円 80.8 78.3 -1.6 ％ 0.8 ％

　　定 期 給 与 232,641 円 272,232 円 98.0 96.5 -1.3 ％ 0.5 ％

　　特 別 給 与 444 円 4,529 円 ― ―
　総実労働時間 160.7 時間 151.1 時間 101.5 98.2 -0.1 ％ 0.0 ％

　　所定内労働時間 151.8 時間 140.9 時間 101.3 97.8 -0.4 ％ 0.0 ％

　　所定外労働時間 8.9 時間 10.2 時間 103.5 104.1 4.8 ％ 1.0 ％

（注）１.定期給与とは「きまって支給する給与」のことである。
      ２.前年同月比は指数によって算出している。

指数（H12=100）

― ―

実　　　数 対前年同月増減率
県 全  国 県 全  国

 
資料：県統計分析課「毎月勤労統計調査結果（速報）」 

 

有効求人倍率（季節調整値）
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資料：青森労働局職業安定部職業安定課「職業安定業務取扱月報」 
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（２－３）物価 

  平成17年 10 月の青森市消費者物価指数（平成12年=100)は、総合指数が102.2となり、前

月と比べ0.1％の下落、前年同月と比べ0.4％の下落となった。 

 生鮮食品を除く総合指数は 103.0 となり、前月と比べ 0.1％の下落、前年同月と比べ 0.2％

の上昇となった。 

  総合指数の前月比が0.1％の下落となった内訳を寄与度でみると、教養娯楽、交通・通信の

下落が要因となっている。  

 総合指数の前年同月比が 0.4％の下落となった内訳を寄与度でみると、食料の下落が要因と

なっている。 

 

総合指数の動き              生鮮食品を除く総合指数の動き 
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１０大費目指数の動き                                      （平成 12 年=100）   

生鮮食

品を除

く総合

持家の

帰属家

賃を除

く総合

生 鮮

食 品

当月指数 102.2 103.0 97.6 96.4 89.4 122.7 109.3 78.2 88.2 104.2 97.4 110.9 89.0 99.5

前月比

(%)
▲ 0.1 ▲ 0.1 0.0 ▲ 0.1 1.1 0.0 0.9 ▲ 0.9 2.0 ▲ 0.1 ▲ 0.7 0.0 ▲ 1.2 0.1

寄与度 ▲ 0.10 ▲ 0.09 0.00 ▲ 0.03 0.05 0.00 0.08 ▲ 0.02 0.10 ▲ 0.00 ▲ 0.08 0.00 ▲ 0.10 0.00

前　年

同月比

(%)

▲ 0.4 0.2 ▲ 0.8 ▲ 3.1 ▲ 10.1 1.4 6.1 ▲ 2.6 ▲ 3.4 0.1 ▲ 0.9 1.8 ▲ 1.4 1.6

寄与度 ▲ 0.40 0.18 ▲ 0.66 ▲ 0.85 ▲ 0.52 0.35 0.51 ▲ 0.07 ▲ 0.19 0.00 ▲ 0.10 0.07 ▲ 0.12 0.07

光 熱 ・

水 道

家具 ・

家 事

用 品

教 養

娯 楽
諸 雑 費

被 服

及 び

履 き 物

保 健

医 療
交 通 ・

通 信
教 育総 合 食 料 住 居

資料：県統計分析課「消費者物価指数月報」(速報） 

 

 ※ 寄与度とは、ある費目の指数の変動が、総合指数の変化率のうち何ポイント寄与したかを示した 

    ものであり、全費目の寄与度を合計すると、総合指数の変化率に一致する。 
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（２－４）個人消費 

 平成１７年９月の大型小売店販売額は、前年同月比3.0％減の 134 億 8千 6百万円で全店舗ベ

ースが 28 ヶ月連続、既存店ベースが 19 ヶ月連続のマイナスとなった。残暑の影響で飲食料品、

衣料品とも低調だったことによる。 

平成１７年１０月の軽自動車を含めた乗用車新車登録・届出台数は 3,718 台で、前年同月比

1.6％増となり３ヶ月ぶりに前年を上回った。普通車が５ヶ月連続のマイナス、小型乗用車も９

ヶ月ぶりにマイナスになったが、軽自動車が２ヶ月ぶりのプラスで増加幅が大きかったことによ

る。 

大型小売店販売額【全店舗】（前年同月比）
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大型小売店販売額【既存店】（前年同月比）
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資料：東北経済産業局「東北地域大型小売店販売額動向」 
 ＊ 大型小売店は従業員が 50 人以上で売場面積が 1,500 平方メ－トル以上の商店をいう。そのうち、既存店とは、当月及び前 

  年同月とも調査の対象となっている商店をいう。 

乗用車（軽を含む）新車登録・届出台数（前年同月比）
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資料：青森県自動車会議所「車種別登録・届出台数」、日本自動車販売協会連合会「自動車統計データ」
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（２－５）住宅建設 

平成１７年１０月の新設住宅着工戸数は 766 戸で、前年同月比 17.5％減となり、３ヶ月連続

で前年を下回った。分譲マンションに動きがあったものの、持家と貸家がいずれもマイナスだっ

たことによる。 

新設住宅着工戸数（前年同月比）
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資料：県建築住宅課「建築着工統計」、国土交通省「建設統計月報」 

 

（２－６）公共投資 

平成１７年１０月の公共工事請負金額は、223億2千8百万円で前年同月比12.2％増となった。

発注主体別では、国が56.3％増、県が30.8％増、市町村が8.1％減、その他が6.0%減となった。 

また、４月からの累計では13.5％減となっている。 

公共工事請負金額
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資料：東日本建設業保証(株)青森支店「青森県内の公共工事の動向」 
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（３）青森県景気動向指数 

  平成１７年９月の青森県景気動向指数は、先行指数５５．６％、一致指５５．６％、遅行指

数４１．７％となった。 

 先行指数は、６か月連続で５０％を上回った。  

 一致指数は、２か月連続で５０％を上回った。 

 遅行指数は、３か月ぶりに５０％を下回った。 

 ９月の一致指数は、雇用関連の指標等がプラスとなったことから、５０％を上回った。 

 

景 気 動 向 指 数 の 推 移
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※灰色部分は本県景気の後退局面
 

プラスの指標 マイナスの指標
先 行 系 列（９指標中５指標がプラス）

生産財生産指数 ３か月連続 乗用車新車登録届出台数 ３か月ぶり
新規求人倍率（全数） ３か月ぶり 建築着工床面積（鉱＋商＋サ） ６か月ぶり
所定外労働時間指数（全産業） ４か月ぶり 企業倒産負債額 ２か月ぶり
入職率（製造業） ２か月ぶり 中小企業景況ＤＩ ４か月ぶり
新設住宅着工床面積 ４か月連続

一 致 系 列（９指標中５指標がプラス）
電気機械生産指数 ２か月連続 大型小売店販売額（既存店） ６か月ぶり
大口電力使用量 ２か月ぶり 鉱工業生産指数 ２か月ぶり
有効求人数（全数） ２５か月連続 海上出入貨物量（八戸港） ５か月連続
総実労働時間数（全産業） ２か月連続 日銀券月中発行高 ４か月連続
東北自動車道ＩＣ利用台数 ５か月連続

遅 行 系 列（６指標中２指標がプラス）
常用雇用指数（製造業） ２か月連続 勤労者世帯家計消費支出（実質） ２か月ぶり
単位労働コスト（製造業） ２か月ぶり １人平均月間現金給与総額 ２か月連続

輸入通関実績（八戸港） ２か月ぶり

資料：県統計分析課「青森県景気動向指数月報」

青森市消費者物価指数（帰属家賃除く）　　　　　　２か月連続プラスの後保合

●個別系列の動き（各指標は季節調整等を行い、５ヶ月前と比較しています）

 

 

 

 


